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９
月
１６
日
（土
）
午
後
２
時
か
ら

名
古
屋
工
業
大
学
３
号
館
に
お
い

て
、　
一
般
社
団
法
人
愛
知
県
山

岳
　
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
連

盟

の
設
立
総
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
設
立
時
社
員
の
伊
藤
智
彦
氏
、

星

一
男
氏
、
栗
木
洋
明
氏
の
他
、

設
立
時
の
役
員
候
補
者
な
ど
１７
人

が
、
名
古
屋
工
業
大
学
の
会
議
室

お
よ
び

ｗ
ｅ
ｂ
会
議
シ
ス
テ
ム
上

か
ら
参
加
し
ま
し
た
。
最
初
に
司

会
者
よ
り
出
席
者
数
が
有
効
数
を

満
た
す
と
報
告
が
あ
り
、
議
長
に

は
伊
藤
智
彦
氏
を
選
出
し
ま
し
た
。

第
１
号
議
案

「
一
般
社
団
法
人

愛
知
県
山
岳
　
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
連
盟
の
設
立
趣
旨
に
つ
い

て
」
に
お
い
て
、
伊
藤
智
彦
氏
が

「
一
般
社
団
法
人
の
設
立
母
体
と

な

っ
た
愛
知
県
山
岳
連
盟
は
、
昭

和
１３
年
に

「名
古
屋
山
岳
連
盟
」

と
し
て
創
立
し
、
以
来
山
岳
　
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
分
野
で
重

要
な
役
割
を
担

っ
て
き
た
。
ガ
バ

ナ
ン
ス
強
化
を
念
頭
に
日
本
全
国

の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
法
人
化
が
進

む
中
、
愛
知
県
山
岳
連
盟
も
法
人

化
を
き

っ
か
け
と
し
て
、
山
登
り

に
関
連
す
る
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
包

括
的
に
受
け
止
め
ら
れ
る
組
織

ヘ

と
成
長
し
て
い
き
た
い
。
」
と
設

立
の
趣
旨
を
説
明
し
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

◆
愛
知
県
山
岳

・
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
連
盟
役
員

会
長

（代
表
理
事
Ｔ

伊
藤
智
彦
、

副
会
長

¨
星

一
男
、
栗
木
洋
明
、

理
事
長

¨
北
村
憲
彦
、
副
理
事
長

一

岩
瀬
幹
生
、
鈴
木
清
彦
、
理
事

¨

本
田
光
彦
、
高
木
宏
、
中
川
邦
仁
、

有
冨
保
之
、
佐
橋
秀
男
、
石
川
哲
、

佐
原
晴
人
、
倉
要
、
谷
澤
昌
夫
、

三
嶋
信
、
多
田
純

一
、
今
泉
卓
巳
、

宮
森
千
治
、
荒
川
俊
史
、
監
事

¨

安
藤
武
典
、
西
山
秀
夫

◆
加
盟
団
体

愛
知
県
高
等
学
校
体
育
連
盟
登
山

部
、
ア
イ
シ
ン
精
機
山
岳
部
、
イ

ノ
ア
ッ
ク
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
山

岳
部
、
岡
崎
山
岳
会
、
蒲
郡
山
の

会
、
春
日
井
山
岳
会
、
中
京
山
岳

会
、
中
央
ア
ル
パ
イ
ン
ク
ラ
ブ
、

ト
ヨ
タ
自
動
車
山
岳
部
、
豊
田
自

動
織
機
豊
友
会
山
岳
部
、
豊
田
山

岳
会
、
豊
川
山
岳
会
、
東
海
電
々

山
岳
会
、
名
古
屋
山
岳
会
、
名
古

屋
山
の
会
、
名
古
屋
グ
ル
ッ
ペ
ハ

イ
ジ
、
名
古
屋
渓
稜
会
、
名
古
屋

登
稜
会
、
デ
ン
ソ
ー
山
岳
部
、
プ

ラ
ザ
ー
エ
業
山
岳
部
、
碧
稜
山
岳

会
、
三
菱
電
機
名
菱
会
山
岳
部
、

三
菱
重
工
名
古
屋
山
岳
部
、
日
本

山
岳
会
東
海
支
部
、
名
古
屋
這
い

松
山
岳
会
、
安
城
こ
も
れ
び
会
、

豊
橋
山
岳
会
、
名
古
屋
Ａ
Ｃ
Ｃ
、

愛
知
学
院
大
学
学
士
山
岳
会
、

Ｃ
　
Ｓ

・
Ａ
、
千
種
ア
ル
パ
イ
ン

ク
ラ
ブ
、
Ｍ
Ｍ
Ｃ
岡
崎
山
岳
部
、

大
山
山
岳
会
、
や
ま
び
こ
山
想
会
、

岩
倉
山
岳
会
、
東
海
自
樺
山
岳
会
、

名
古
屋
愛
山
会
、
フ
エ
ア
リ
ー
ロ

ッ
ク
ク
ラ
ブ
、
チ
ー
ム
猫
屋
敷
、

愛
知
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ク

ラ
ブ

りました～

〔新名■ll一般社団法人 愛知県山岳・スポ…ツクライミング連盟

第
２
号
議
案
で
は
定
款
を
審
議

し
、
第
３
号
議
案
で
は
主
た
る
事

務
所
の
所
在
地
を
審
議
し
、
と
も

に
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

閉
会
後
、
引
き
続
き

一
般
社
団

法
人
愛
知
県
山
岳

・
ス
ポ
ー

ツ
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
連
盟
の
設
立
時
理
事

会
が
同
所
で
開
催
さ
れ
、　
一
般
社

団
法
人
に
お
け
る
役
員
が
選
任
さ

れ
ま
し
た
。

会
長

（代
表
理
事
）
に
伊
藤
智

彦
氏
、
副
会
長
に
星

一
男
氏
、
栗

了

鼈

木
洋
明
氏
、
理
事
長
に
北
村
憲
彦

氏
、
副
理
事
長
に
岩
瀬
幹
生
氏
、

鈴
木
清
彦
氏
が
就
任
し
ま
し
た
。
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法
人
化
を
機
に
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強
化
を

／

代
表
理
事

寒
石
長
）

伊
　
藤

　

智
　
彦

愛
知
県
山
岳
連
盟
は
、
令
和
５

年
９
月
１６
日
の
法
人
設
立
総
会
の

決
議
を
得
て
、
Ю
月
２
日
を
以

っ

て
、　
一
般
社
団
法
人
を
設
立
す
る

と
と
も
に
、
団
体
名
称
を

「
一
般

社
団
法
人
　
愛
知
県
山
岳
　
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
連
盟
」
に
変

更
し
ま
し
た
。
東
海
地
区
に
お
い

て
は
静
岡
県
、
三
重
県
に
続
き
３

番
目
の
法
人
化
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
法
人
化

へ
の
変
更
は
日
本
山

岳

・
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
協

会

（Ｊ
Ｍ
Ｓ
Ｃ
Ａ
）
の
強
い
要
請

を
受
け
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
Ｊ

Ｍ
Ｓ
Ｃ
Ａ
は
、
都
道
府
県
山
岳
連

盟
に
対
し
法
人
化
と
団
体
名
称
に

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を
入
れ

る
よ
う
、
様
々
な
会
議
を
通
じ
て

要
請
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の

動
き
は
こ
こ
１５
年
ほ
ど
の
間
に
国

内
全
体
に
進
む
、
官
公
庁
に
属
す

る
各
種
団
体
や
中
央
競
技
団
体
の

法
人
化
の
流
れ
の

一
環
で
あ
り
ま

す
。
近
年
の
ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る

不
祥
事
の
多
発
の
要
因
は
、
組
織

内
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
問
題
が
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ガ
バ
ナ
ン

ス
の
構
築
は
中
央
競
技
団
体
だ
け

で
は
な
く
都
道
府
県
岳
連
に
も
求

め
ら
れ
て
い
る
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
受
け
愛
知
県
山
岳
連
盟
は

山
岳
ス
ポ
ー
ツ
を
統
括
す
る
団
体

と
し
て
、
組
織
運
営
の
透
明
性
を

確
保
し
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強
化
充

実
を
図
る
こ
と
に
責
任
を
も

つ
べ

き
と
考
え
ま
し
た
。
特
に
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
が
国
体
の
山
岳

競
技
の
種
目
で
あ
り
、
さ
ら
に
五

輪
の
正
式
種
目
と
な

っ
た
こ
と
か

ら
、
県
内
の
統
括
団
体
と
し
て
責

任
が
問
わ
れ
て
い
る
と
思

い
ま

す
。
愛
知
県
は
２
０
２
６
年
に
ア

ジ
ア
大
会
の
開
催
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
愛
知
県
山

岳
連
盟
の
法
人
化
は
必
要
で
あ
り

ま
す
。
近
年
の
山
岳
を
取
り
巻
く
状
況

は
刻

一
刻
と
変
化
し
て
い
ま
す
。

従
来
の
ア
ル
パ
イ
ン
登
山
だ
け
で

は
な
く
、
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ

山
岳
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
な
ど

山
岳
を
楽
し
む
こ
と
は
多
様
化
し

て
い
ま
す
。
ま
た
こ
れ
ま
で
の
よ

う
な
地
域
の
団
体
に
所
属
し
て
活

動
す
る
の
で
は
な
く
、
未
組
織
の

個
人
の
登
山
活
動
が
活
発
に
な

っ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
は

事
故
防
止

の
観
点
か
ら
問
題

で

〔ユ課
ユエ
鳳赳
じ曰
〕

文
部
科
学
省
お
よ
び
ス
ポ
ー
ツ

庁
が
定
め
た
第
１
期
ス
ポ
ー
ツ
基

本
計
画
に
沿

つ
て
、
中
央
競
技
団

体

（Ｎ
Ｆ
）
で
あ
る
日
本
山
岳
協

会

（Ｊ
Ｍ
Ａ
）
は
２
０
１
３
年
４

月
に
社
団
法
人
か
ら
公
益
社
団
法

人
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン

ピ

ッ
ク
競
技
大
会
を
支
え
る
Ｎ
Ｆ

の

一
つ
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
も
統
括
す
る
こ
と
を
分

か
り
や
す
く
示
す
た
め
に
、
２
０

１
７
年
４
月
に
名
称
変
更
と
定
款

や
組
織
も
整
備
し
、
現
在
の
公
益

社
団
法
人
日
本
山
岳
　
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
協
会

（Ｊ
Ｍ
Ｓ
Ｃ
Ａ
）

に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
第
２

期
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
で
は
ク
リ

ー
ン
で
フ
エ
ア
な
ス
ポ
ー
ツ
の
推

進
の
項
目
に
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
健

全
な
運
営
管
理

（ガ
バ
ナ
ン
ス
強

化
）
が
盛
り
込
ま
れ
、
日
本
全
国

の
ス
ポ
ー
ツ
等
関
連
団
体
の
法
人

化
が

一
気
に
始
ま
り
、
愛
知
県
ス

ポ
ー
ツ
協
会
内
で
も
ス
ポ
ー
ツ
団

体
の
法
人
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

愛
知
県
山
岳
連
盟
は

「名
古
屋

山
岳
連
盟
」
と
し
て
１
９
３
８
年

（昭
和
１３
年
）
４
月
に
創
立
し
ま

し
た
。
１
９
３
９
年
に
は
御
在
所

岳
藤
内
壁
に
独
自
の
山
小
屋
で
あ

る

「北
谷
小
屋
」
を
建
て
、
登
は

ん
技
術
の
向
上
に
励
み
、
自
然
保

護
　
遭
難
対
策
　
技
術
指
導
　
海

外
登
山
の
企
画
指
導
な
ど
を
推
進

し
て
き
ま
し
た
。
海
外
登
山
研
究

会
を
中
心
に
幾
多
の
海
外
高
峰
に

挑
み
、
近
年
に
お
い
て
は
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
ト
ッ
プ
選
手

を
輩
出
し
、
山
岳

・
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
の
分
野
で
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

近
年
の
愛
知
県
山
岳
連
盟
の
状

況
を
顧
み
ま
す
と
、
加
盟
団
体
の

新
規
入
会
者
の
募
集
に
苦
労
し
、

構
成
員
の
高
齢
化
や
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
の
影
響
の
長
期
化

に
よ
る
加
盟
団
体
の
活
動
の
低
下

な
ど
様
々
な
課
題
を
多
く
の
ク
ラ

ブ
　
団
体
も
抱
え
て
い
ま
す
。　
一

方
で
は
登
山
者
の
ユ
ー
ズ
の
多
様

化
が
見
ら
れ
、
一昌
い
山
の
頂
上
を

目
指
す
基
本
的
な
登
山
志
向
か

ら
、
縦
走
登
山

・
ト
レ
イ
ル
ラ
ン

ニ
ン
グ
　
山
岳

マ
ラ
ソ
ン
　
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
　
自
然
の
ゲ

レ
ン
デ
で
の
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
　
ア

イ
ス
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

・
ク
ロ
ス
カ

ン
ト
リ
ー

・
山
岳
ス
キ
ー
等
々
多

様
な
登
山
形
態
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
が
日
々
進
展
、
拡
大
し
て
い
ま

す
が
、
組
織
に
入
る
こ
と
を
避

け
、
内
向
き
で
閉
鎖
的
な
こ
と
も

多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
愛

知
県
山
岳
連
盟
は
、
２
０
２
１
年

７
月
に
法
人
化
準
備
委
員
会
を
立

ち
上
げ
、
法
人
化
に
向
け
た
定
款

案
、
財
務
を
含
む
規
程
案
な
ど
の

業
務
整
備
を
行

っ
て
来
ま
し
た
。

法
人
化
を
き

っ
か
け
と
し
て
今
後

新
た
な
発
展
を
目
指
す
べ
く
将
来

構
想
を
練
り
、
組
織
を
時
代
の
変

化
に
即
し
た
も
の
に
改
め
、
山
登

り
に
関
す
る
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
包

括
的
に
受
け
止
め
ら
れ
る
組
織

へ

の
成
長
お
よ
び
そ
れ
を
可
能
に
す

る
運
営
の
健
全
化
を
図

っ
て
参
り

ま
す
。

す
。
登
山
者
へ
ど
の
よ
う
に
安
全

登
山
を
求
め
て
い
く
か
は
山
岳
組

織
と
し
て
の
責
任
と
考
え
ま
す
。

こ
の
数
年
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ

っ
て
、
小
中
高
校
生
の
集
団
登
山

や
、
部
活
動
登
山
は
活
動
が
低
迷

し
て
い
ま
す
。
指
導
者
の
不
足
も

顕
著
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
少

年
少
女
の
育
成
に
つ
い
て
は
、
現

在
小
中
学
校
の
部
活
動
は
地
域
に

そ
の
中
心
が
移
行
し
つ
つ
あ
り
ま

す
。
そ
の
流
れ
は
高
校
に
も
及
ん

で
く
る
で
し
ょ
う
。
登
山
の
場
合
、

地
域

へ
の
移
行
は
具
体
的
に
ど
う

な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
不
透
明
な

今
後
を
心
配
し
ま
す
。
ど
の
よ
う

に
若
者
に
登
山
を
知

っ
て
も
ら
い

登
山
人
口
を
増
や
し
て
い
く
の
か

は
大
き
な
課
題
と
な
る
で
し
ょ
う
。

今
後
の
岳
連
の
活
動
を
考
え
ま

す
と
、
こ
の
よ
う
な
時
代
の
変
化

や
課
題
に
対
応
す
る
た
め
に
も
柔

軟
な
考
え
を
持
ち
、
新
た
な
活
動

に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え

ま
す
。
愛
知
県
岳
連
の
活
動
の
軸
は
、

加
盟
団
体
の
皆
さ
ん
の
日
頃
の
活

動
に
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。
加
盟
団
体
の
活
動
が

安
全
に
、
よ
り

一
層
充
実
し
て
い
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き
ま
す
よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
。

法
人
化
を
機
に
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強

化
、
充
実
を
図
り
、
組
織
の
社
会

的
信
用
力

の
向
上
に
努
め
、
登

山
　
山
岳
ス
ポ
ー
ツ
　
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
並
日
及
、
振
興
を

よ
り

一
層
推
進
す
る
こ
と
に
主
体

的
に
取
り
組
ん
で
い
こ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
法
人
化
は
ス
タ
ー

ト
し
た
ば
か
り
、
今
後
多
く
の
課

題
に
直
面
す
る
と
思
い
ま
す
が
、

頑
張

っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
今
後

も
皆
さ
ん
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

山
岳
レ
ス
キ
ュ
ー
講
習
会

盆
雪̈
甲
西
部
地
じ

Ｇ

Ｓ

Ａ
　
名

ノ
　

円

一

９
月
２２
日
（金
）
～
２４
日
（日
）
Ｊ

Ｍ
Ｓ
Ｃ
Ａ
　
山
岳
レ
ス
キ
ュ
ー
講

習
会

（無
雪
期
　
西
部
地
区
）
が

富
山
県
の
国
立
登
山
研
究
所
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
講
習
会
に

は
３
種
類
の
ク
ラ
ス
が
設
定
さ
れ

て
い
る
が
、
今
回
私
が
参
加
し
た

ク
ラ
ス
は
フ
ァ
ー
ス
ト
エ
イ
ド
に

重
点
を
置
い
た
ク
ラ
ス
ー
に
参
加

し
て
き
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
フ
ァ
ー
ス
ト
エ
イ

ド
、
搬
送
法
、
ビ
バ
ー
ク
術
で
山

岳
ガ
イ
ド
、
医
師
、
看
護
師
が
講

師
陣
と
な

っ
て
お
り
、
山
で
の
ト

ラ
ブ
ル
に
対
し
て
実
用
的
に
学
ぶ

こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
講

習
の
流
れ
と
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
項
目
の
基
礎
を
身
に
つ
け
た
あ

と
、
シ
ナ
リ
オ
を
数
回
実
施
し
ま

し
た
。
特
に
シ
ナ
リ
オ
の
実
施

は
、
実
際
身
近
に
あ
り
得
る
ト
ラ

ブ
ル
を
再
現
し
て
、
受
講
生
が
そ

れ
に
対
応
し
て
行
う
も
の
で
基
礎

的
知
識
、
技
術
の
他
、
状
況
判
断

能
力
が
養
わ
れ
る
の
で
と
て
も
実

用
的
な
講
習
方
法
で
し
た
。

山
岳
レ
ス
キ
ュ
ー
全
般
に
言
え

る
こ
と
で
す
が
、
普
段
の
登
山
で

は
使
わ
な
い
技
術
、
知
識
な
の
で

登
山
技
術
の
中
で
も
覚
え
に
く
い

ジ
ャ
ン
ル
だ
と
思
い
ま
す
。
受
講

生
が
自
ら
考
え
行
動
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
身
に
つ
け
る
こ
と
が
、　
一

番
記
憶
に
残
り
や
す
く
か
つ
様
々

な
状
況
に
対
応
す
る
力
が
つ
く
講

習
方
法
で
し
た
。

山
岳
遭
難
の
態
様
は
道
迷

い
、

転
倒
、
滑
落
が
か
な
り
の
比
率
を

占
め
て
い
る
た
め
登
山
者
は
優
先

的
に
転
倒
、
滑
落
で
起
こ
し
や
す

い
怪
我
に
対
応
す
る
方
法
を
学
ん

で
お
く
必
要
が
あ
る
と
思

い
ま

す
。
愛
知
岳
連
に
お
い
て
も
、
登

山
に
お
け
る
フ
ァ
ー
ス
ト
エ
イ
ド

を
中
心
と
し
た
講
習
会
を
開
催
す

る
機
会
を
増
や
し
て
、
遭
難
防
止

に
役
立
て
て
行
き
た
い
と
思
い
ま

し
た
。
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愛
知
県
山
岳
連
盟
臨
時
総
会

＝
岳
連
の
解
散
を
決
議
＝

１０
月
３
日
（火
）午
後
７
時
か
ら

名
工
大
に
於
て
、
愛
知
岳
連
の
臨

時
総
会
が
行
わ
れ
、
こ
の
団
体
を

解
散
し
て
残
余
財
産
を
先
に
設
立

し
た

一
般
社
団
法
人
愛
知
県
山

岳
　
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
連

盟

へ
移
行
す
る
事
を
決
議
し
た
。

臨
時
総
会
に
は

ｗ
ｅ
ｂ
会
議
の

参
加
者
Ｈ
名
を
含
む
３０
名
が
出
席

し
、
第
１
号
議
案
令
和
５
年
度
事

業
報
告
、
第
２
号
議
案
の
令
和
５

年
度
決
算
報
告
及
び
監
査
報
告
、

第
３
号
議
案
令
和
５
年
度
財
産

備
品
報
告
、
第
４
号
議
案
令
和
５

年
度
加
盟
団
体
報
告
、
第
５
号
議

案
で
は
愛
知
岳
連
に
は
負
債
は
な

く
、
預
金

一
千
百
七
十
七
万
三
百

四
十

一
円
を
始
め
、
総
額

一
千
二

百
五
十
七
万
九
千
六
百
六
十
五
円

相
当
の
残
余
財
産
が
あ
る
と
報
告

さ
れ
、
こ
れ
を

一
般
社
団
法
人
愛

知
県
山
岳
　
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ

ン
グ
連
盟
に
全
額
寄
付
す
る
こ
と

を
議
決
し
ま
し
た
。

続

い
て
北
村
理
事
長
が
第
６
号

議
案
の
愛
知
県
山
岳
連
盟
を
解
散

す
る
旨
を
述
べ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

『男
子
二
十
歳
で

立
山
に
登
り

一
人
前
』

中
平
等

新

一

私
が
生
れ
た
富
山
県
で
、
昔
か

ら

「男
子
二
十
に
な

っ
た
ら
立
山

に
登

っ
て

一
人
前
」
と
い
う
伝
説

が
あ
り
、
県
民
の
男
は
二
十
歳
に

な
る
と
挙

っ
て
立
山
登
山
に
出
か

け
て
い
き
ま
し
た
。

北
ア
ル
プ
ス
立
山
は
標
高
３
０

０
０
米
、
そ
れ
ま
で
私
の
山
登
り

は
近
郊
の
低
山
が
主
で
、
そ
の
時

代
は
登
山
を
す
る
者
は
少
な
く
、

現
在
の
よ
う
な
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や

装
備
は
お
粗
末
な
も
の
で
し
た
。

昭
和
３０
年
夏
、
二
十
歳
に
な

っ

た
私
は
友
達
２
人
を
誘

っ
て
立
山

登
山
を
計
画
。
当
時
は
電
車
で
千

寿
ヶ
原
駅
か
ら
ケ
ー
プ
ル
で
美
女

平
、
そ
れ
か
ら
パ
ス
で
終
点
弥
陀

ヶ
原
入
回
の
弘
法

へ
。

下
車
し
て
ま
ず
目
に
飛
び
込
ん

だ
の
は
広
大
な
高
原
、
す
る
と
突

然
濃
霧
に
包
ま
れ
視
界
ゼ
ロ
、
驚

い
て
い
る
と
瞬
時
に
晴
れ
、
遊
歩

道
の
こ
こ
あ
そ
こ
に
ゼ
ン
テ
イ
カ

（
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
）
や
チ
ン
グ

ル
マ
の
群
落
、
最
初
に
憶
え
た
高

山
植
物
の
名
前
で
し
た
。

右
方
向
に
薬
師
岳
、
左
に
大
日

岳
に
見
惚
れ
な
が
ら
歩

い
て
い
る

と
突
然
目
の
前
に
立
山
連
峰
が
現

わ
れ
た
。
室
堂
に
着
く
と
澄
み
き

っ
た
紺
碧
の
空
に
屹
立
す
る
霊
験

あ
ら
た
か
な
峰
々
、
斜
面
に
は
ま

だ
残

っ
て
い
る
雪
の
縞
模
様
、
そ

し
て
頬
を
な
で
る
冷
気
、
こ
の
雄

大
で
神
秘
的
な
初
め
て
見
る
光
景

に
私
は
た
ち
ま
ち
惹
か
れ
て
い
き

ま
し
た
。

室
堂
か
ら
雄
山

へ
の
頂
上
は
、

辛
い
登
り
で
み
ん
な
避
々
と
し
た

歩
き
に
な
り
、
登
山
者
は
殆
ん
ど

若
い
男
性
ば
か
り
で
し
た
。
宿
泊

し
た
室
堂
小
屋
は
、
平
家
建
て
の

２
棟
で
、
宿
賃
と
米
３
合
？
を
払

い
、
板
の
間
に
筵
を
敷

い
た
部
屋

で
、
み
ん
な
す
し
詰
状
態
で
寝
て

い
ま
し
た
。

現
在
、
当
時
の
山
小
屋
は
い
ま

も
健
在
で
、
使
用
し
て
い
た
古
い

道
具
や
写
真
な
ど
が
展
示
さ
れ
て

い
ま
す
。

数
年
後
、
山
好
き
が
集
ま

っ
て

男
だ
け
の
山
の
会
を
作

っ
た
。
そ

の
う
ち
夜
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
す

る
こ
と
に
な
り
、
４
人
で
勤
務
を

終
え
て
千
寿
ヶ
原
駅
に
集
合
し
、

駅
の
許
可
を
得
て
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー

の
終
電
を
待

っ
て
、
ケ
ー
プ
ル
の

軌
道
を
荷
重
の
ザ
ッ
ク
で
登
る
こ

と
に
し
た
。
暗
闇
の
中
、
ヘ
ッ
ド

ラ
ン
プ
を
頼
り
に
約
１
時
間
で
美

女
平
駅

へ
、
そ
れ
か
ら
車
道
を

黙
々
と
深
夜
ま
で
歩

い
て
テ
ン
ト

泊
し
た
こ
と
が
、
６０
数
年
経

っ
た

い
ま
も
脳
裡
に
残

っ
て
い
ま
す
。

（や
ま
び
こ
山
想
会
）
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10月 7日 から開かれていた特別国民体

育大会 (燃ゆる感動かごしま国体)で、
スポーツクライミングの成年女子リー ド

で倉莱々子選手 (新東工業)と 高尾知那

選手 (中京大 1年 )のペアが準優勝した。

高さ12m以上の壁をどこまで高く登れ

るかを競そうリー ド競技。国体では 2人

一組のチーム戦。

ダイナミックな動きを得意とする倉選

手、持久力が自慢の高尾選手は「優勝し

たかったから悔しいが、共にやりきった」

と笑顔で語った。

また、翌日行われたボルダリング競技

でも3位に入った。

成
年
女
子
リ
ー
ド
で
課
題
に
挑
む
倉
選
手
０
と

高
尾
選
手
０
＝
い
ず
れ
も
鹿
児
島
県
南
さ
つ
ま

市
の
特
設
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
会
場
で

燃

ゆ
る
感
動

か
ご
し
ま
国
体

１
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
女
子
リ
ー
ド
〕

倉粂

・
高

尾

ペ

ア

が

準

優

勝

植
物

学
者

・
小

野
木

三
郎
先

生

の

講

演
会

を

実
施

し

て

／

自
然
保
護
委
員
長
　
茜
木

７
月
１７
日
、
愛
知
県
岩
倉
市
の

ア
デ
リ
ア
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ

ー
　
多
目
的
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、

‐３
時
３０
分
か
ら
１５
時
ま
で
の
日
程

で
、
テ
ー

マ

『
「
ア
ル
プ
の
世
界

と
私
の
山
登
り
」
十
牧
野
富
太
郎

博
士
と
の
出
会

い
と
エ
ピ
ツ
ー
ド

な
ど
」
と
題
し
た
、
９０
分
の
講
演

会
を
実
施
し
ま
し
た
。

講
演
会
実
施
の
い
き
さ
つ
は
、

５
月
１３
日
～
１４
日
に
計
画
し
て
い

た
、
第
５６
回
の
自
然
観
察
会
が
３９

名
も
の
参
加
予
定
者
が
あ

っ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
悪
天
候
中
止
に

せ
ざ
る
を
得
な
く
な

っ
た
こ
と
が

き

っ
か
け
で
し
た
。
岩
倉
山
岳
会

の
中
に
小
野
水
先
生
と
親
し
い
方

が
み
え
、
手
紙
の
や
り
取
り
の
中

で

「
小
野
木
先
生
が
自
然
観
察
会

の
夜
の
講
演
の
た
め
に
準
備
し
て

い
た
話
を
し
た

い
。
」
と
言

っ
て

見
え
ま
す
よ
、
と
い
う
話
を
聞
い

た
こ
と
が
始
ま
り
で
、

「自
然
観

察
会
当
日
、
参
加
予
定
だ

っ
た
他

の
会
の
方
々
に
も
声
を
か
け
て
み

よ
う
よ
。
」
と
話
が
膨
ら
み
、
愛

知
県
山
岳
連
盟
主
催
で
講
演
会
を

実
施
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

問
題
は
、
小
野
木
先
生
に
岩
倉

に
来
て
い
た
だ
く
日
程
を
事
前
に

明

決
め
て
い
た
た
め
、
岳
連
主
催
の

承
認
を
い
た
だ
い
て
か
ら
講
演
実

施
ま
で
の
準
備
期
間
が
２
週
間
し

か
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
自

然
保
護
委
員
会
の
指
導
員
や
委
員

の
方

へ
の
メ
ー
ル
連
絡
は
も
ち
ろ

ん
、
岳
連
の
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
の
掲

載
も
依
頼
し
ま
し
た
。

幸

い
な
こ
と
に
、
参
加
資
格
を

「
自
然
観
察
　
自
然
保
護
に
興
味

が
あ
る
方
は
ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
」
「
参
加
費
無
料
」
と
し

た
こ
と
で
山
岳
会
関
係
者
だ
け
で

な
く
、
家
族
　
友
人
　
知
人
な

ど
、
幅
広
い
方
々
に
声
掛
け
を
す

る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
。
小
野
木

先
生
が
以
前
に
ご
指
導
さ
れ
て
い

た
名
古
屋
市
内
の
自
然
観
察
の
会

に
も
話
が
広
が
り
興
味
を
持

っ
て

県
民
の
森
で

高
体
運
登
山
大
会

専
門
委
員
長

石

川
　
哲

５
月
２７
日
　
２８
日
、
愛
知
県
民

の
森
で
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大

会
登
山
競
技
を
開
催
し
た
。
愛
知

岳
連
の
伊
藤
会
長
か
ら
開
会
式
で

い
た
だ

い
た

こ
と
な
ど

が
幸

い

し
、
申
し
込
み
者
数
が
順
調
に
多

く
な
り
ま
し
た
。

当
日
は
熱
中
症

の
警
戒

ア
ラ
ー

ト
が
発
令
さ
れ
る
猛
暑
日
と
な
り

ま
し
た
が
、
当
初

の
予
定
を
超
え

る
１
０
２
名

の
参
加
者
が
あ
り
、

独
特
の
小
野
木
節
が
炸
裂
す
る
、

元
気

で
活
気

の
あ
る
楽
し

い
会
と

な
り
ま
し
た
。

自
然
保
護
委
員
会
と
し
て
初
め

て
の
取
り
組
み
で
あ
り
、
良

い
機

会
を

い
た
だ

い
た
と
思

い
ま
す
。

毎
年
と

い
う
わ
け
に
は

い
か
な

い

と
思

い
ま
す
が
、
自
然
保
護
委
員

会

の
取
り
組

み
を

、
場
所
を
変

え
、
内
容
を
変
え
、
形
を
変
え
な

が
ら
広
く
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
き

っ
か
け
に
な

っ
た
と
思

い
ま
す
。

愛
知
県
山
岳
連
盟

の
会
長
を
は

じ
め
、
常
任
理
事

の
皆
様
、
自
然

保
護
委
員
会

の
委
員
　
指
導
員

の

方

々
、
ご
協
力
　
ご
理
解
を

い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

挨
拶
を

い
た
だ
い
た
。

昨
年
は
３
年
ぶ
り
に
テ
ン
ト
泊

で
の
大
会
を
行

っ
た
が
、
今
年
は

さ
ら
に
４
年
ぶ
り
に
炊
事
審
査
も

復
活
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
流
行
以
前

の
大
会
の
水
準
に
戻
る
こ
と
が
で

き
た
。
男
子
は
１２
チ
‐
ム

（内
１

チ
ー
ム
は
規
定
人
数
に
足
ら
な
い

た
め
オ
ー
プ
ン
参
加
）
、
女
子
は

６
チ
ー
ム

（オ
ー
プ
ン
参
加
２
チ
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を
す
る
こ
と
が
多
い
が
、
登
山
部

は
大
会
結
果
を
ふ
ま
え
て
改
善
を

し
、
最
終
日
標
が

「
合
宿
」
と
な

る
。
と
は
い
え
、
大
会
上
位
を
ひ

と
つ
の
目
標
と
し
て
い
る
こ
と
は

変
わ
り
が
な
い
。

今
回
の
大
会
の
結
果
は
、
男
子

の
優
勝
は
豊
川

・
２
位
西
尾
　
３

位
岡
崎

・
４
位
菊
里
　
５
位
旭

丘
、
女
子
の
優
勝
は
岡
崎
　
２
位

旭
丘
　
３
位
西
尾
だ

っ
た
が
、
男

女
と
も
２
　
３
位
は
ま
れ
に
み
る

僅
差
で
あ

っ
た
。
優
勝
校
は
８
月

に
北
海
道
の
大
雪
山
系
で
行
わ
れ

る
全
国
総
体
に
、
２
　
３
位
は
６

月
に
静
岡
の
金
時
山
等
で
行
わ
れ

る
東
海
総
体
に
、
愛
知
県
代
表
と

し
て
出
場
し
た
。

アイゼン・ビッケル研ぎます
株式会社ウォームリンク

〒4700135愛 知県日進市岩崎台 1130

Tel.0561-72‐ 2805

冬山装備のメンテナンス

確
保
技
術
講
習
会

―
鞍
ヶ
池
公
園
―

６
月
１７
日
、
１８
日
に
鞍
ヶ
池
公

園
で
確
保
技
術
講
習
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
初
級

コ
ー

ス
６
名
、
上
級

コ
ー
ス
ー０
名
、
指

導
員
１３
名
で
し
た
。

開
会
式
の
後
、
全
員
で

「
肩
が

ら
み
」
で
の
制
動
確
保
を
行

っ
て

か
ら
初
級
　
上
級
コ
ー
ス
別
に
分

か
れ
て
講
習
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
天
気
は
良
か

つ
た
で
す

が
、
‐７
日
は
風
が
あ
り
、
１８
日
は

薄
曇
り
だ

っ
た
た
め
熱
中
症
に
な

る
人
も
出
ま
せ
ん
で
し
た
。
講
習

生
、
指
導
員
共
に
熱
心
で
有
意
義

な
講
習
会
に
な

っ
た
と
思

っ
て
い

ま
す
。
　

（指
導
員

・
高
木
　
宏
）

豊
橋
山
岳
会

米

倉

　
晃

二
日
間
の
岩
登
り
の
確
保
講
習

（上
級
）
に
参
加
し
ま
し
た
。

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を
初
め
て
ま
だ

一
年
と
経
験
が
浅
く
、
今
回
講
習

の
内
容
で
あ
る
自
己
脱
出
や
登
り

返
し
な
ど
、
な
ん
と
な
く
知
識
は

あ

っ
て
も
実
践
経
験
の
な
い
技
術

を
学
べ
る
良
い
機
会
だ
と
考
え
の

参
加
で
し
た
。

一
日
目
は
、
ま
ゴ
肩
が
ら
み
で

の
制
動
か
ら
始
ま
り
支
点
構
築
、

最
後
に
自
己
脱
出
の
手
順
の
指
導
。

二
日
目
は
、
懸
垂
下
降
か
ら
始

ま
り
自
己
脱
出
の
実
践
、
ロ
ー
プ

の
登
り
返
し
、
最
後
に
懸
垂
下
降

途
中
の
ロ
ー
プ
の
コ
プ
の
越
え
方

を
教
わ
り
ま
し
た
。

ど
れ
も
実
践
し
て
み
る
と
う
ま

く
行
か
な
い
こ
と
も
多
く
、
メ
イ

ン
ロ
ー
プ
で
の
支
点
構
築
や
本
な

ど
で
は
見
た
こ
と
の
な
い
フ
リ
ク

シ
ョ
ン
ヒ
ツ
チ
な
ど
も
教
え
て
頂

き
充
実
し
た
二
日
間
で
し
た
。

自
分
の
技
術
に
す
る
為
に
何
度

も
練
習
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
山
行

に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

をにより「安鋼 のためです。命を守ってくれるIIF4● を大切に。

壽
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解
り
易
い
丁
寧
な
説
明

大
山
山
岳
会

荒

田

盲
本
功

今
回
、
岩
登
り
の
確
保

（初
級
）

に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ネ

ッ
ト
で
調
べ
て

一
人
で
勉

強
す
る
と
、
変
な
自
己
流
に
な

っ

て
し
ま
う
の
が
怖
く
、
敢
え
て
何

も
勉
強
し
て
い
な
い
状
態
で
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
習
内
容
は
、
一肩
絡
み
制
動
、

道
具
の
説
明
、
装
備
の
装
着
、
基

本
的
な
結
び
方
、
ア
ン
カ
ー
と
支

点
、
自
己
確
保
、
懸
垂
下
降
で
し

た
。
参
加
さ
れ
た
、
私
以
外

の

方
々
は
、
何
度
か
岩
登
り
を
経
験

さ
れ
て
い
る
よ
う
で
、
確
認
的
な

感
じ
で
講
習
を
受
け
て
い
た
よ
う

で
す
が
、
私
に
は
全
く
知
ら
な
い

こ
と
な
の
で
、
覚
え
る
こ
と
が
い

つ
ぱ
い
で
し
た
。

し
か
し
、
丁
寧
な
説
明
で
、
ま

た
理
論
を
交
え
て
い
る
こ
と
か
ら

解
り
易
く
、
し

っ
か
り
と
記
憶
に

残
り
易
い
講
習
で
し
た
。

今
回
学
ん
だ
こ
と
を
、
繰
り
返

し
練
習
し
、
実
践
し
、
次
回
は
岩

登
り
の
確
保

（上
級
）
に
参
加
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
ｏ

▼
１０
月
３
日
（火
）
名
工
大
、
Ｗ
ｅ
ｂ

〔出
席
者
〕
対
面
…
安
藤
、
西
山
、

伊
藤
、
星
、
栗
木
、
北
村
、
岩

瀬
、
有
冨
、
石
川
、
谷
澤
、
三

嶋
、
宮
森
、
今
泉
。　
ｗ
ｅ
ｂ
…

本
田
、
高
木
、
中
川
、
多
田

Ｉ
　
報
告
事
項

第
４
回
登
山
勉
強
会

・
救
助

ｗ
ｅ
ｂ

（９
／
１２
）
本
田
、
高

木
　
　
　
　
．

２
　

一
般
社
団
法
人
愛
知
山
岳

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
連
盟

設
立
総
会
、
理
事
会

（９
／
１６
）

伊
藤

３
　
Ｊ
Ｍ
Ｓ
Ｃ
Ａ
無
雪
期
レ
ス
キ

ュ
ー
講
習
会

（９
／
２２
～
２４
富

や
ま
び
こ
山
想
会
が

創
立
３５
周
年
記
念
行
事

や
ま
び
こ
山
想
会
創
立
３５
周
年

行
事
が
、
９
月
３０
日
と
１０
月
１
日

の
両
日
、
稲
武
町
の
岡
田
屋
旅
館

で
Ю
名
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し

た
。初
日
の
午
前
中
は
周
辺
の
山
を

登
り
、
午
後
は
武
典
と
会
食
を
し

そ
の
後
、
各
自
団
ら
ん
を
し
盛
況

裡
に
終
え
ま
し
た
。

＝
分
県
登
山
ガ
イ
ド
＝

『愛

知

の

山
』

９
月
に
西
山
秀
夫
さ
ん
編
著
の

「
愛
知
の
山
」
が
刊
行
さ
れ
ま
し

た
。
本
書
は
初
版
第
３
刷
で
す
が

前
書
の
改
訂
版
で
、
愛
知
の
５２
山

の
内
容
が
満
載
で
す
。

山
）
多
田

指
導
員
研
修
会

（１０
／
１
南

山
）
木
田
、
高
木

愛
知
県
山
岳
連
盟
臨
時
総
会

「解
散
と
財
産
の
新
法
人
へ
の

移
行
決
議
」
臨
時
理
事
会

（１０

／
３
）
伊
藤

Ｉ
　
審
議

・
お
知
ら
せ
事
項

１
　
第
７８
回
国
体
鹿
児
島
大
会

（Ю
／
８
～
１０
）

２
　
第
５
回
登
山
勉
強
会

（
１０
／

Ｈ
）
本
田
、
高
木

３
　
救
助
技
術
研
修

・
講
習
会

（
‐０
／
‐４
～
‐５
鞍

ケ
池
公
園
）

中
川
、
有
冨
、
本
田
、
高
木

４
　
安
全
登
山
指
導
者
講
習
会
東

部
地
区

（Ю
／
２０
～
２２
福
島
）

５
　
第
５７
回
自
然
観
察
会

（１０
／

２‐
猪
臥
山
）
栗
木

６
　
高
体
連
秋
期
登
山
講
習
会

（
１０
／
２８
～
２９
釈
迦
ヶ
岳
周
辺
）

石
川
、
佐
橋

７
　
夏
山
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
習
会

（
Ю
／
２８
～
２９
丹
沢
）

８
　
Ｊ
Ｍ
Ｓ
Ｃ
Ａ
山
で
の
応
急
手

当
講
習
会

（Ю
／
２‐
～
２２
神
奈

川
県
立
山
岳
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
）

９
　
鈴
鹿
山
系
連
絡
協
議
会

（１０

／
２８
三
重
県
菰
野
町
）
岩
瀬
、

中
川

１０
　
高
校
選
抜
Ｓ
Ｃ
選
手
権
大
会

（Ｈ
／
３
）

Ｈ
　
令
和
５
年
度
登
攀
技
術
に
関

す
る
指
導
者
の
教
育
と
研
修
、

主
任
検
定
員
養
成
講
習
会

（Ａ

級
）
及
び
コ
ー
チ
２
養
成
講
習

会

（
Ｈ
／
４
～
５
浜
松
）
木
田
、

高
木高
体
連
新
人
大
会

（
Ｈ
／
１８

～
‐９
）

‐３
　
遭
難
防
止
を
考
え
る
会
、
登

山
研
修
所
友
の
会
総
会

（Ｈ
／

２３
国
立
登
山
研
修
所
サ
テ
ラ
イ

ト
プ
ラ
ス
）
北
村

‐４
　
そ
の
他

■
今
年
の
夏
は
猛
暑
に
集
中
豪
雨

が
頻
繁
。
ど
う
や
ら
地
球
温
暖
化

が
影
響
の
よ
う
だ
。
世
界
の
あ
ち

こ
ち
で
も
森
林
火
災
や
猛
暑
で
地

球
沸
騰
と

い
う
言
葉
ま
で
飛
び
出

し
た
。
山
で
も
雪
渓
減
少
で
通
行

止
め
と
か
…
…
■

■
１０
月
２
日
か
ら
愛
知
岳
連
の
名

称
が
変
わ
り
、
新
し
い
組
織
が
生

ま
れ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
な
ど
で
登
山

活
動
も
湿
り
が
ち
だ

つ
た
が
、
今

後
の
活
動
に
期
待
し
た
い
。

■
中
国
杭
州
ア
ジ
ア
大
会
が
閉
幕

し
た
。
次
は
３
年
後
の
愛
知
　
名

古
屋
大
会
だ
。
テ
レ
ビ
観
戦
だ
が

改
め
て
競
技
や
参
加
者
の
多
さ
に

驚
く
。
ま
た
開
催
経
費
や
競
技
会

場
な
ど
課
題
多
し
だ
が
、
関
係
者

に
と

っ
て
は
こ
れ
か
ら
が
正
念
場

だ
ろ
つヽ
―

■
私
事
で
恐
縮
で
す
が

「愛
知
岳

連

ニ
ュ
ー
ス
」
編
集
に
携
わ

っ
て

３２
年
、
こ
の
辺
り
で
担
当
を
交
替

さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
に
な

っ
た
。

長
い
間
の
ご
協
力
有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
（Ｎ
）

鶴
条
後
記

～ アジア最大のスポーツの祭典 ～

(2026/愛知・ 名古屋)

日時 2026919(土 )～ lo 4(日 )
会 場 瑞穂公園陸上競技場 他
主 催 アジア・ォリンピック評議会

建設業許可を取りたい、日本国籍を取得したい (帰
化)、 遺言を公正証書で作成したい、戸籍謄本や除
籍謄本を代行取得して欲しい、任意成年後見の相談
をしたい、会計記帳を頼みたい等々

〒460-0002 名古屋市中区丸の内 3丁目21番21号
級識 久屋力翻 ″ら2分の 九の内東桜ビル1004号室

TEL:090-4857-9130
URL:http://www nygs offce com/


